
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長あいさつ◆  髙橋 勇雄 会長 
来訪者紹介 

・福島県精神保健福祉会 
連合会事務局長 渡辺邦弘様 
・米山記念奨学生 
楊 婷婷(ﾖｳ･ﾃｲﾃｲ)さん 
ヨウ・テイテイさんは、中国、貴

州省出身で、福島県立医科大学院

３年の留学生です。私どものクラブが今月より奨学生受

け入れクラブとなり、カンウセラーには金子親房さんが

受け持つことになりました。 

さて、４月に入り福島にも桜前線の声が聞かれるよう

になりました。福島では、ＤＣキャンペーンも併せ、様々

なイベントが企画され、にぎわいも見せております。 

これを機に、皆さんもぜひ県外の方々に呼びかけをして

福島の復興に役立てて頂ければ幸いと思います。 

先週水曜日に第二回目のパスト会長会を行いました。

議題は、今年度の活動報告と懸案事項報告が主な内容と

なっており、活動報告は、今年度の主な内容として１、

『ゲストスピーチ:全１３回』２、『社会奉仕活動:全１

５回』３、『夜間例会:全７回』、その他の報告を行いま

した。中でも、社会奉仕活動に関しましては、362 万円

を投じましたが、補助金 172 万円を得る事が出来、実質

189 万円の持ち出しで済む事が出来た報告です。 

懸案事項は、一つに例会欠席者に対する対応報告です。

規定には例会・メーキャップ含め 50％以上の出席とあり、

理事会や出席委員会を中心に対応を計ってまいりまし

たが、まだまだの状況にあります。欠席者は会費要員で

助かるという声の半面、人頭分担金等々から見れば、欠

席の分、財団・米山・スマイルの個人寄付が見込めず、

厳しい状況に追い込まれるという現実が有ります。特に

社会奉仕は全額スマイルの寄付で行っておりますので

出席率の向上は尚更と言えます。次に、次年度に向けた、

東京麹町との共同奉仕活動と、東京日本橋ＲＣ・福島 21

ＲＣとの共同事業について、相手様から要望が出されて

おりますので、今後話し合いをもち、結論を出す事にな

ります。この後、懇親会に入り、パスト会長の方々から

様々な意見を頂き、有意義な会を行う事が出来ました事

を報告致します。今月は、麹町ＲＣ様との合同観桜会と

なります、宜しくお願い致します。 
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 本日のプログラム 
12：30 開会点鐘 

ロータリーソング（我らの生業） 

     ロータリーの行動規範 

来訪者紹介と会長挨拶 

米山奨学生紹介 

米山奨学生自己紹介 

奨学金授与 

スマイリングＢＯＸ委員会報告 

幹事報告 

食事 

ゲストスピーチ 
 13：30 閉会点鐘 

     

 

 

 

 

 

 本日のソング 『我らの生業』 
 
 我らの生業さまざまなれど 

集いて図る心は一つ 
  求むるところは平和親睦 
    力むるところは向上奉仕 
  おゝロータリアン 
    我らの集い 
 

 

◆米山記念奨学生紹介と奨学金授与◆ 
●次年度米山奨学会委員長 金子 親房 会員 

楊 婷婷(ﾖｳ･ﾃｲﾃｲ)さんを紹介しま

す。国籍は中国、貴州省のご出身、

現在、福島県立医科大学の大学院 3

年生です。期間は今年 4月から 2017

年 3 月までの 2年間となります。会

員皆様のお声掛けをお願いします。 

●米山奨学生自己紹介  楊 婷婷(ﾖｳ･ﾃｲﾃｲ)さん 

私の名前は楊 婷婷(ﾖｳ･ﾃｲﾃｲ)です。 

感染性御に関して細菌の事を勉強

しています。好

きな事は歌を

歌う事と、歴史

物語です。皆様にはお世話になりま

すが、見守って頂きありがとうござ

います。 

◆ゲストスピーチ◆  
●ゲスト紹介  会員増強委員 佐藤 朋也 委員長 

本日の講師は渡辺邦弘様です。 

精神障がい者のｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ事業と

して NPO 法人泉会並びに合同会社

泉福祉会を経営されています。ま

た、地域活動支援ｾﾝﾀｰとして NPO

法人ﾄﾞﾘｰﾑﾜｰｸｽも経営されております。 

3 社経営と同時に、精神福祉に携わる団体 60 団体が

加盟する福島県精神保健福祉会連合会の事務局長も

兼任されており、精神障がい者の社会復帰の促進に関

してご尽力頂いている方です。 
●ゲストスピーチ 福島県精神保健福祉会連合会 

事務局長 渡辺 邦弘 様 

精神障がい者関係の仕事に就いて

30 年になり、その中で『精神障が

い者が地域で生活する為には』をお

話し致します。 

１、精神障がいについて 

障がい者には身体障がい者・知的障がい者・精神障がい

者で 3 障がいと言われております。精神障がい者の分

野は 20 年くらい前から他の障がい者とも同じような

支援策が出てきた所です。 

精神障がいとは、統合失調症・気分障害・てんかん・ｱﾙ

ｺｰﾙ等による精神疾患等様々な疾病があり、日常生活で

支援が必要な状態。または、「生活のしずらさ」を抱え

ている状態です。精神障がい者は全国的に数が増えてお

り、2011 年 7 月に厚労省から 4大疾病を 5大疾病にする

方針が打ち出され、精神疾患が追加になりました。2011

年頃の精神疾患者数は324万人で圧倒的に他の疾病より

数が多く、福島県に於いても 2.9 万人と数が多い。 

２、生活のしずらさとは 

日常生活での障がいは、食事が上手に摂れない、金銭管

理が上手に出来ない等。もう一つは対人関係の障がいで

あり、人付き合い、挨拶、他人への配慮等。また仕事を

する上での障がいもあり、疲れやすい、要領が悪い、ｽﾄ

ﾚｽに弱い等がありこれを生活のしずらさと言っており

ます。精神障がい者の生活をしずらくするものとして『4

つの要素』があります。統合失調症を例にすると病気の

特性→長期になる、慢性的、完快したが再発しやすい。

病気そのものがもたらす障がい→幻聴、妄想、無気力、

無関心、引きこもり。体験の不足、経験するﾁｬﾝｽの喪失

→引きこもり等で学校での経験や、仕事の経験が少ない。

偏見という社会背景→現在は解消傾向にあると言える

が、まだまだ偏見はある。 

３、地域の中で生活するために大切なこと 

精神障がい者が地域で生活する為の課題は 

医(医療) 職(働く・活動する) 住（住む・暮らす） 

医：電話相談の中で多いのが、精神障がいの状況で病院

に行きたがらないと言う事。家族は市町村や保健所、病

院等にも相談するが、制度上在宅診療は難しいので病気

なのに治療を受けられない現状がある。 

職：一般の企業で働いているのはごく僅か、精神障がい

者の中でも働く意欲を持っている方も多くおり、1～2 時

間の仕事で疲れてしまう人もいる。しかし短時間であれ

ば十分に仕事がこなせているので、日中の仕事の場を増

やして行きたい。 

住：精神障がい者が地域で生活するのに住が一番大切。 

20 年位前から精神障がい者でも良くなれば地域で暮ら

すのが当たり前との事で平成 6 年にｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの制度が

出来た。5～6 名が一緒に生活して、障がい者の生活を支

えるシステムが確立してきている。 

４、利用できる社会資源について 

先程ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑの話をしたが、原発事故以来ｱﾊﾟｰﾄが借り

辛い状況にあり、部屋数を増やせないので、一人暮らし

を進めている。  （以下一人暮らしの例） 

経済的基盤：障害年金２級＋市生活保護 月約 10 万 

生活支援：居宅介護、夕食弁当の宅配 金銭管理 

日中活動：就労継続事業所 

医療の継続：自立支援医療 ﾃﾞｲｹｱ 訪問看護 

社会参加：精神保健福祉手帳 

精神保健福祉手帳は税制の免除、ﾊﾞｽ料金、医療費の助成

などの支援があり、このような環境でこそ地域の中で生

活が出来る。手帳を持つ事を嫌う方もいるが、資源を活

用しようとする人も増えている。その

ような社会になって欲しく活動して

います。これからも精神障がい者の福

祉の向上に向けて活動を進めて行き

たいと思っております。 

※ 地区情報 

4/15 ｿﾌﾄﾌﾞﾛｯｸ贈呈式(東京麹町 RC との共同事業) 

4/19 県北第一分区ｺﾞﾙﾌ大会(民報ｺｰｽ) 

4/25 地区会長幹事会・地区指導者育成ｾﾐﾅｰ 

4/26 地区大会 

今月・来月のプログラム 
4 月 15 日(水)家族観桜会（東京麹町 RC 合同夜間例会）

4月 22 日(水)東京麹町 RC との共同事業報告 

職業奉仕ｾﾐﾅｰ報告､ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰﾁ 

4 月 29 日(水) 法定休日 

5 月 6 日(水) 法定休日 

5 月 13 日(水) 誕生祝い、ﾛｰﾀﾘｰの友読みどころ 

   地区大会報告、米山記念奨学生への奨学金授与 

5 月 20 日(水) 職場訪問 永京寺（座禅） 

5 月 27 日(水) ｸﾗﾌﾞ協議会①委員会報告 

          県北第一分区ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会報告 


